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	資料１の別紙１�
	１．背景と視点
	２．我が国の現状と海外との比較
	３．高速育種の導入
	第2世代精英樹を早期に普及するためには、その基となる第2世代で構成された採種（穂）園が必要であり、林木育種センターは原種の配布計画を立てるとともに、各都道府県は広域連携を含めた受入体制の整備が必要である。
	品質の高い次世代種子を早期に提供するためには、外来花粉の影響の排除、ヒノキ採種園のミニチュア化等のための技術開発を行う必要がある。また、第2世代精英樹の優れた成長等を実証するとともに、植え付け本数を変えて植栽するなどの展示効果を狙った試験を実施する必要がある。
	コンテナ苗は山出し時期を調整しやすく、伐採直後に植栽することにより、地拵えを不要とし、植
	え付け工程もアップする。このコンテナにさらに初期成長の良い次世代種苗を用いることで、先進的
	なコンテナ苗の育苗技術を開発する必要がある。
	こうした研究・開発に加え、第2世代種苗による苗木規格、植栽本数、下刈り回数、収穫表の作成等施業技術の体系化が必要である。
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